
地階又は半地階に車庫等がある混用木造建築物の構造について

法第２０条

（平成２２年１０月１２日）

（令和４年１1月２１日　改正）

地階又は半地階に車庫等がある混用木造建築物（＝木造と木造以外を併用した構造が異な

る建築物：法第６条第１項第３号）の構造については、床面の剛性を確保するために、鉄筋

コンクリート造（ＲＣ造）の床スラブを張り、主要構造部（柱・梁・壁・床）の平面構造は

同一材種としてください。

なお、上記の構造で使用上支障となる場合には、構造設計担当者は安全協会の構造担当者

と事前協議を行ってください。

※別紙の構造計算判定フローをあわせてご確認下さい。



地階又は半地階に車庫等がある混用木造建築物の構造計算判定（フロー）

法第２０条

（令和４年１１月２１日）

壁式構造

（ＲＣスラブから壁天端までの高さ）

申請前に当協会構造担当者とご相談をお願いします。

1.4ｍ以下※２

建物の基礎として構造計算（ルート１）で検討可能

スラブあり

垂直断面

スラブなし
垂直断面

構造計算（ルート１）で検討可能

ラーメン構造※４

構造計算（ルート１）で検討可能

【注】ルート 2 又はルート 3 による構造計算が必要

になる場合があります。

※２　1.4m…小屋裏収納等における階判定の基準を準用

※３　地階車庫等の部分

※４　梁、柱等が必要

※１　RC 壁高の算定

1.4m 超※２

ＲＣ壁高 1.4m 以下か※１

上部にスラブがあるか

RC 部分※３の

構造形式は？


